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岡山医療生協医報投稿規程

《投稿要件》
・原稿は、原則として他誌に未発表のものに限る。
・投稿者は、原則として岡山医療生協職員とする。
・�内容が臨床研究の場合は厚生労働省による「臨床研究に関する倫理指針」（改定含む）に基づいて行
われていなければならない。
・医報としての統一上、述語・記号・図表の体裁を変更する場合がある。

《文章》
・必ずMicrosoft�Wordで作成する。
・用紙設定はA4版、横22文字、縦44行の横書きとする。
・文字フォントは演題16ポイント、本文10.5ポイントとし、MS明朝を使用する。
・英数字は半角とし、度量衡の単位はｍ、㎏、Lの国際単位系（SI）を用いる。
・原稿の構成は「はじめに」、「方法」・「対象」、「結果」、「考察」とする。
・略語を用いる場合には、最初に全語句を記載して（　）内に略語を記入し、以下は略語を用いる。
・�呼称について、「患者」「家族」と表記する場合、統一性をもたせるため、「お」や「御」、「さん」や「様」、
などはつけないこととする。

《図と表》
・必ずMicrosoft�Power�Pointで作成する。
・デザインテンプレートは使用しない。
・表の場合は番号と表題（タイトル）は上に、図の場合は番号と表題は下に付記する。
・図表番号と名前は、例えば（図3）片側胸水の一例　というように、
　（番号）＿＿＿題名＿＿＿　とする。

《文献》
・本文の引用箇所の右肩に番号を付け、本文末尾に引用番号順に一括して掲げる。
・著者が2名以上の場合は筆頭者のみとし、その他を和文文献は「ほか．」、外国文献は「et�al．」と略す。
・文献リストは次の要領で引用順に記載する。

○雑誌の場合（オンラインジャーナルを含む）
　引用番号）著者名：雑誌名　巻（号），　引用頁（初頁-終頁），発行年．
【例】�1）岡山二郎：日本看護学会誌�15，55-56，2011．
【例】�2）Whipple�AO：Present�day�surgery�of�the�pancreas.�New�Eng�J�Med�226：515-526.1942.
○書籍の場合
　引用番号）著者名：書名　版数，出版社，引用頁（初頁-終頁），発行年．
【例】�3）協立共子：看護研究のススメ　第1版，三輪書店，24-25，2011．
○Webサイト上の文献の場合
　引用番号）Webサイトの名称，URL，発行年．
【例】�4）日本看護協会ホームページ，http://www.Kango/index.html，2012．
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《個人情報保護に関する資料》
・患者個人の特定可能な氏名、ID 番号、イニシャルは記載しない。
・ 患者の住所は記載しない、但し、疾患の発生場所が病態等に関与する場合は区域までに限定して記載

することを可とする。（神奈川県、横浜市など）
・ 日付は、臨床経過を知る上で必要となることが多いので、個人が特定できないと判断される場合は年

月までを記載してよい。
・他の情報と診断科名を照合することにより患者が特定される場合、診療科名は記載しない。
・ 既に他院などで診断・治療を受けている場合、その施設名ならびに所在地を記載しない。但し、救急

医療などで搬送元の記載が不可欠の場合はこの限りではない。
・ 顔写真を提示する際には目を隠す、眼疾患の場合は、顔全体が分からないよう眼球のみの拡大写真と

する。
・症例を特定できる生検、剖検、画像情報に含まれる番号などは削除する。
・ 以上の配慮をしても個人が特定化される可能性のある場合は、発表に関する同意を患者自身（または

遺族か代理人、小児では保護者）から得るか、倫理委員会の承認を得る。
・ 遺伝性疾患やヒトゲノム・遺伝子解析を伴う症例報告では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫

理指針」（文部科学省、厚生労働省及び経済産業省）（平成13年3月29日）による規程を遵守する。

本規程の作成および改定は岡山協立病院学術図書委員会にて行う。

2003年 9月17日 作成
2009年 3月31日 改定
2011年 3月31日 改定
2011年 10月17日 改定
2012年 10月14日 改定
2014年 6月15日 改定
2020年 2月20日 改定

Presented by Medical*Online



62

岡山医療生協医報投稿規程

《投稿要件》
・原稿は、原則として他誌に未発表のものに限る。
・投稿者は、原則として岡山医療生協職員とする。
・�内容が臨床研究の場合は厚生労働省による「臨床研究に関する倫理指針」（改定含む）に基づいて行
われていなければならない。
・医報としての統一上、述語・記号・図表の体裁を変更する場合がある。

《文章》
・必ずMicrosoft�Wordで作成する。
・用紙設定はA4版、横22文字、縦44行の横書きとする。
・文字フォントは演題16ポイント、本文10.5ポイントとし、MS明朝を使用する。
・英数字は半角とし、度量衡の単位はｍ、㎏、Lの国際単位系（SI）を用いる。
・原稿の構成は「はじめに」、「方法」・「対象」、「結果」、「考察」とする。
・略語を用いる場合には、最初に全語句を記載して（　）内に略語を記入し、以下は略語を用いる。
・�呼称について、「患者」「家族」と表記する場合、統一性をもたせるため、「お」や「御」、「さん」や「様」、
などはつけないこととする。

《図と表》
・必ずMicrosoft�Power�Pointで作成する。
・デザインテンプレートは使用しない。
・表の場合は番号と表題（タイトル）は上に、図の場合は番号と表題は下に付記する。
・図表番号と名前は、例えば（図3）片側胸水の一例　というように、
　（番号）＿＿＿題名＿＿＿　とする。

《文献》
・本文の引用箇所の右肩に番号を付け、本文末尾に引用番号順に一括して掲げる。
・著者が2名以上の場合は筆頭者のみとし、その他を和文文献は「ほか．」、外国文献は「et�al．」と略す。
・文献リストは次の要領で引用順に記載する。

○雑誌の場合（オンラインジャーナルを含む）
　引用番号）著者名：雑誌名　巻（号），　引用頁（初頁-終頁），発行年．
【例】�1）岡山二郎：日本看護学会誌�15，55-56，2011．
【例】�2）Whipple�AO：Present�day�surgery�of�the�pancreas.�New�Eng�J�Med�226：515-526.1942.
○書籍の場合
　引用番号）著者名：書名　版数，出版社，引用頁（初頁-終頁），発行年．
【例】�3）協立共子：看護研究のススメ　第1版，三輪書店，24-25，2011．
○Webサイト上の文献の場合
　引用番号）Webサイトの名称，URL，発行年．
【例】�4）日本看護協会ホームページ，http://www.Kango/index.html，2012．

63

《個人情報保護に関する資料》
・患者個人の特定可能な氏名、ID 番号、イニシャルは記載しない。
・ 患者の住所は記載しない、但し、疾患の発生場所が病態等に関与する場合は区域までに限定して記載

することを可とする。（神奈川県、横浜市など）
・ 日付は、臨床経過を知る上で必要となることが多いので、個人が特定できないと判断される場合は年

月までを記載してよい。
・他の情報と診断科名を照合することにより患者が特定される場合、診療科名は記載しない。
・ 既に他院などで診断・治療を受けている場合、その施設名ならびに所在地を記載しない。但し、救急

医療などで搬送元の記載が不可欠の場合はこの限りではない。
・ 顔写真を提示する際には目を隠す、眼疾患の場合は、顔全体が分からないよう眼球のみの拡大写真と

する。
・症例を特定できる生検、剖検、画像情報に含まれる番号などは削除する。
・ 以上の配慮をしても個人が特定化される可能性のある場合は、発表に関する同意を患者自身（または

遺族か代理人、小児では保護者）から得るか、倫理委員会の承認を得る。
・ 遺伝性疾患やヒトゲノム・遺伝子解析を伴う症例報告では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫

理指針」（文部科学省、厚生労働省及び経済産業省）（平成13年3月29日）による規程を遵守する。

本規程の作成および改定は岡山協立病院学術図書委員会にて行う。

2003年 9月17日 作成
2009年 3月31日 改定
2011年 3月31日 改定
2011年 10月17日 改定
2012年 10月14日 改定
2014年 6月15日 改定
2020年 2月20日 改定
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